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01

研 究 の 概 要



～教科等横断的な視点に立った授業デザインと

意思決定につながる学習展開の工夫を通して～

（2か年継続研究 2年次）

01 研究の概要 研究主題

他者を尊重 し 、

責 任 を も っ て 行 動 す る

子 ど も を 育 む 研 究



問題発見 ・ 解 決 能 力言 語 能 力

01 研究の概要 主題設定の理由

学習の基盤 と な る 資 質 ・ 能 力 の 育 成

情 報 活 用 能 力

（ 情 報 モ ラ ル を 含 む ）



01 研究の概要 主題設定の理由

一人一人の多様な幸せ （ W e l l - b e i n g ） の 実 現 の ため

内閣府 「 S o c i e t y 5 . 0 の実現 に向 け た 教育 ・ 人 材 育 成 に 関 す る パ ッ ケ ー ジ 」



01 研究の概要 主題設定の理由

数字 で 見 る 十 勝 の 教 育 ア ン ケ ー ト か ら

デジタル化が急速に進む中で、どのような力をつけることが必要と感じているか
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01

ア ン ケ ー ト の テ キ ス ト マ イ ニ ン グ と A I 要約 よ り

研究の概要 主題設定の理由



01 研究の概要 主題設定の理由

デ ジ タ ル 世界の特性

画面の向 こ う に も 人 文字 での や り 取 り



特別活動を中心に据えながら、

教科等横断的な視点に立ち、題材に合わせて各教科等と連携する工夫や

意思決定につながる学習展開の工夫を通して、

他者を尊重し、責任をもって行動する子どもを育むこと

01 研究の概要 仮説 と 内 容

研究の仮説

研究の内容

教科等横断的な視点 に立 っ た

授業デザ イ ン
意 思 決定 に つ なが る 学 習展開



01 研究の概要 構造図



01 研究の概要 研究の視点

他者を尊重 し 責任を も っ て 行 動 す る

多様 な 他者を理解

相手の意見を聴 く

考 え を 正確 に 伝 え る

自 ら を 律 す る

振 り 返 る 能力 を

身 に 付 け る

よ り よ り 行 動 を

考 え る こ と が で き る



01 研究の概要 研究の視点

情報活用能力

「 2 1 世紀 を 生 き 抜 く 児 童 生徒 の 情 報活 用 能 力育成の ため に 」 よ り



01 研究の概要 研究の視点

情報 モ ラ ル

令 和 元 年 青少年 タ ス ク フ ォ ー ス 資 料 ９ － １ P ５ よ り



01 研究の概要 研究の視点

情 報 モ ラ ル

令 和 元 年 青少年 タ ス ク フ ォ ー ス 資 料 ９ － １ P ５ よ り



01 研究の概要 研究の視点

情報 モ ラ ルを発 揮 す るのに必要な要素



02
授業実践の紹介



02 授業実践の紹介 研究協力校

幕別町立幕別小学校

石川 諒 教諭 井脇 功陽 教諭

足寄町立足寄中学校



02 研究の概要 研 究 の 内 容 １

事前アンケートの活用 題材に合わせた各教科等＋特別活動の組み合わせ

教 科 等 横断的な視点に立 っ た 授業デザ イ ン の 工 夫

事 前 の

指 導

事後の

指導

学活

⑵⑶

各教科等 各教科等



02 研究の概要 研 究 の 内 容 ２

情
報
技
術
の
仕
組
み
の
理
解

行動の選択肢の議論

意思決定につながる学習展開の工夫

前向きな対処

自己の考えの再形成

意思決定



事後の

指導

事前の

指導

学 活

⑶

02 授業実践の紹介 小学校授業実践 幕別町立幕別小学校

国語科
「AIとのくらし]

学級活動⑶
「生成AIとの
上手な付き合い方」

行動の表出
見取り場面の設定

事前アンケート
での実態把握

社会科
「情報産業と私たち」

学習発表会

総合的な学習の時間
（他県の学校との交流）

日常生活

生かす

振り返る



小小小

小小小小



事後の

指導

事前の

指導

学 活

⑶

02 授業実践の紹介 中学校授業実践 足寄町立足寄中学校

理科
「質量保存の法則]

学級活動⑶

「情報の信ぴょう性について考える」事前アンケート
での実態把握

道徳科
「社会参画、公共の精神」

文化祭

職場体験学習

日常生活

生かす

振り返る

行動の表出
見取り場面の設定



小小小

小小 小小



03
研究の成果 と 課 題



1 教科等横断的な視点に立った授業デザイン

2 意思決定につながる学習展開

03 研究の成果 と 課 題 検 証 内 容

これらの工夫によって、
他者を尊重し、責任をもって行動する子ども

が育まれていたか



研究の成果 と 課 題 検 証 方 法03

特別活動を中心に据えながら、教科等横断的な視点に立ち、題材に合わせて各教科等と連携する工夫や

意思決定につながる学習展開の工夫を通して、他者を尊重し、責任をもって行動する子どもを育むことができるだろう。

記述

インタビュー

アンケート内容

子どもの姿の

見取り

追跡アンケート内容



03

体験、議論の充実

研 究 内 容 １ 教 科 等 横 断的 な視点 に 立 っ た 授 業 デ ザ イ ン の 工 夫

導入で提示し、自分事に

事前の指導の充実

学習基盤の強化

実態に合わせた題材選定



03

国語のディベートで、AIや生成AIについて調べる中

で、ChatGPTなどには誤情報が含まれることがある

と知っていたので、今日（学級活動）の学習で生かすこ

とができました。

子どもへのインタビューより

ディベートでもAIとの暮らしや共存の仕方について勉強してきたけ

れど、生成AIが間違った情報を伝えるということについては、ニュース

では見たことがあったけど実感はなかったので、学活で自分で体験し

てみて、AIってこんな感じなんだっていうのが理解できました。

研 究 内 容 １ 教 科 等 横 断的 な視点 に 立 っ た 授 業 デ ザ イ ン の 工 夫



03

オンライン上でも

日常でも

研 究 内 容 ２ 意 思 決 定 に つ な が る 学 習展開の工 夫

体験を通して

日常モラルを発揮して

受取り方の違いを感じて

自分事にして



これから学校で噂されていることは本当に正しいことなのかと

か、SNSやテレビなどで発信されていることはどのくらい信用し

ていいのか、ということを考えながら生活をしていきたいと思い

ます。

03

理科の学習の時は動画で、今回は文章で内容が違いま

したが、どちらも情報をうのみにせず、複数の観点から

内容を確かめる大切さを改めて感じました。

研 究 内 容 ２ 意 思 決 定 に つ な が る 学 習展開の工 夫



03

%
56.7
事後

17.9

事 前

%

研究の成果 と 課 題  ア ン ケ ー ト 調 査 よ り

友達の意 見 や 考 え を

し っ か り 聴 い て い る

（ よ く 当 て は ま る を 選 ん だ 割 合 ）



03

%
72.7

事後

69.5

事 前

%

自分の行動を 振 り 返 っ て

次 に 生か し て い る

研究の成果 と 課 題  ア ン ケ ー ト 調 査 よ り



03 研究の成果 と 課 題  ア ン ケ ー ト 調 査 よ り

ア ン ケ ー ト 記 述 か ら

「 自 分 の 行 動 や 発言 、 受 け 取 り 方 に よ っ て 、

ど ん な 影 響 が出 るか考 え て 使 いたい 」

「 相 手 に 対 す る 言 葉遣いを気をつ け る よ う に

な っ た 」

「 ち が う 目 線 で物事を考 え る のは社会

に 必要な力だ と 思 っ た 」



情報技術の仕組みの理解

子どもの

実態を

踏まえて

各教科等の

内容と関連

させて

な理解体験的

意思決定議論から

03

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
の
活
用

題 材 に合わせた各教科等＋特別活動の組み合わせ

研 究の成果 と 課 題  ２ 年 次 の ま と め

内
容
１

内 容 ２



03 研究の成果 と 課 題  2 年次の ま と め

実 態 把 握 が 不 可 欠

関 連 付 け の

難 し さ

年間を

見通 す必要

計 画 へ の

位 置 づ け

発達段階

教科の特性
既に子どもは
使っている

トラブルを未然に防ぐ

数字で見る十勝の教育令和6年第3回アンケート 「情報活用能力をどのようにして教育課程に位置付けていますか」より



03 ２ か 年 研 究 全 体 を 通 し て

1年次 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

（ L I N E / 動画 コ メ ン ト /いいね数 ）

２ 年 次 最 新 の 動 向

（ 生 成 A I / フ ェ イ ク 動 画 ）

教 育 の 動 向

北海道の傾向

十 勝 の 実 態

問題意識



03 ２ か 年 研 究 全 体 を 通 し て

デ ジ タ ル 社 会 を 生 き て い く

情 報 活 用 能 力 とい う

資 質 ・ 能 力 は

も ち ろ ん ！

デ ジ タ ル 社 会 を 創 っ て い く

よ り 広 い 捉 え 方 を す る 必 要性



03 ２ か 年 研 究 全 体 を 通 し て

日 常 モ ラ ル

を 発 揮

情報技術の

仕組 み を

理 解 す る

議 論 す る

立 ち 止 ま る

意 思 決 定



03 ２ か 年 研 究 全 体 を 通 し て 成 果 と 課 題

成果

追跡アンケート記述（１月）

「調べ学習でAIの回答を自宅の本で
確かめたら、 微妙に内容が違く、
比べて確かめた。」

「生成AIで作られたフェイク動画の
ニュースを見て、勉強してよかったと
思った。」

「日常生活でも、SNSでも言葉遣い
を気を付けるようになった。」

学校生活・家庭生活
で生か す 姿

気持ちの継続

主体性

行動変容



03 ２ か 年 研 究 全 体 を 通 し て 成 果 と 課 題

1 回では力は つ か ない

何 を す れ ば ？

課題

授業デザ イ ン の 難 し さ

ど の 学年 で ？



03 ２ か 年 研 究 全 体 を 通 し て  

十勝教育研究所

データは

道教委作成の「学習活動の視点から見た情報活用能力一覧（参考例）」を参考に作成



04

実 態 交 流 につい て



04 実態交流 テ ー マ

『 各 校 に お け る

情 報 モ ラ ル 教 育 に つ い て 』



04 イ ン フ ォ グ ラ フ ィ ッ ク B y  N o t e b o o k L M
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